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　製鐵所 に於 け る剩餘骸炭燐瓦 斯の 利用は明治40

年 ベ ル ギ 占 式副産物捕集式骸炭爐の 作業開始に よ

り明治 42年八 幡市に供給し又所内用 とレて は葛、

三好兩 氏の 鑑力に て 現 第二分塊工場 に輸送せ しを

以 て 嚆矢 とする 。 其後第 1 圖に 示 ず如 ぐ骸表驢瓦

　　　　　　　　 第　．1　
．

圖　
．
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斯配給量に幾多の 變邉を經 て 今 日 に 及ん で ゐる．e

　表示 する如 く大正 9年度よ り瓦斯供給量稍 々 増

加 した の は第 1 黒田式骸炭爐の 作業開始の 爲めで

あつ て 次 に大正 12 年 9 月第 2 黒田式骸炭爐 の

．
操業を始めたが當時骸炭爐瓦斯の 需要尠な く汽罐

燃料 として燃燒す る よ り他餘 りに留意せ られなか

つ たの で ある が 証 王5 年 2 月に至 贓 く第
2

．
製鋼工 場發生爐瓦斯の 代用燃料と．して鎔鑛爐瓦斯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 厂

と混用する の 設備を完成して 瓦斯の 利用に薪機軸

を見た の で ある 。 ．

其の 後昭和 2 年 3 月混合瓦斯を壓延 用 ξして

第 2分塊工 場 に試用 し良野なる結果 を擧げ紹和 4

年まで 順次配給量を増 し更に昭和 5 年 4 月淘岡

骸炭爐作業開始 と本所洞岡聞の 連結本 管 を使培す
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る樣taなつ て壓延工 場各方面 に混合瓦斯使用の 設

備をな し其 の 需要量 は釜 々増加 し昭和 5 年度 は蛇

給量 100
，
000

，
0eOntS’をee破する の 發展をなす に至

つ たの で ある 。

　此 くの 如 く骸炭爐瓦斯の 利用 は其 の 供給量の 檜

加 を計る事 に よつ て 銑鋼一貫作業をなす我製鐵所

に於け る燃料經 濟上 に重大 なる役目をなす事 とな

つ た 。

　最近製鐵所 に於ける鋼材製品に直接關係の ある

石炭使用量は鋼材製品麟當 り約 2 遮で あ る、然る

に英國に於 ける 同割合は 1・65 聴獨逸は 1・4 腫で

あ ると稱せ られ て居 る 。

　此の 數量は 勿論使用石炭の 晶質（友分及揮發分）

の 相違に起因する所 多い の で あるが我 國の 如 き揮

發分の 含有量多 ぎ石炭は鎔鑛爐用骸炭 と して の 歩

留 に於て は劣る けれ ども骸炭爐瓦斯の 發生量に於

で は遙に多量なるべ きで ある 、 佐っ て 此の 發生爐

瓦斯の 有效なる利用 を計る事は製鐵所漕費石炭量

に 及ぼ す影響甚大で あつ て 此處に多大の 研究 と努

力 を重 ね歐米製鐵事業に遜色なか らしむる樣努力

を要 する所以 で あ る
。

　　 2， 骸炭爐瓦斯と他の 瓦斯燃料との

　　　　燃燒條件竝 に其の 勲効率比較

　 瓦斯燃料の 利用方法 を效果 あ らしむ る爲めに 設

計上操業上 各瓦斯の 性質 を充分に悉知す る事は最

も肝要 なる事で あつ て 飢處に骸 炭爐瓦斯 、 發生爐

瓦斯、鎔鑛爐瓦斯に就き其の 性質及び各瓦斯が 燃

焼 す る場合に 於ける各種條件の 比較を試み る事と

した
’
。

』

　第 1’表 は上記 の 瓦斯 に就き其 の 性質 を比較ぜ る

もの に して 各 々 非常に 相違せ る性 質を持う て 居

’
る 。

’囓

第
齟1 表 虱 斯 燃 料 の 性 質

・ 構
　 　 　 　 　 　計

骸炭艫
試　斯

　 4隔5
　 07
　 7’640

’9259

　 3’716
’7100

發生爐
減　斯
　 4’0
　 0’125

°213
’9

　 3’453

’4100

一
鎔鑛艫
瓦　斯
　 Il’8
　 0’128

’2
　 r5

58°4100

葦羮i　　　熱　　　　量　　cαZ！M3 　　　　4，056　　　1，447　　　　　　903
一

瓦　斯　 　 　 重　　　　 　最　kg！M3 　　　　0’670　　　1’107　　　　1’317

瑟鏈 鬟量m
・1… 桝 ・3… 254 … 5

　　 〃 　　　　　　kg！guts乃g　　7
’964　　　1’465　　　　0

噛693

歪妄薤麌毳義螽三賜　’me （濕）　　　4‘883　　　2
・065　　　　1

’557

　此 くの 如 く異な りた る 性 質 の 瓦 斯 を 燃燒 し

ユ
，
000

，000 ヵ ロ リーを發生せ しむる に 必要なる 燃

燒條件ば第 2表 IC示 す如 く同一
熱量を發生す る爲

め に骸炭燼瓦斯は最 も尠な くして 足 夢且 っ 燃燒成

生物 も少量 に して 燃燒に所要 の 筌氣量は最 も多 く

要する を知る 、

　 第 2 表　熱量 1，000，0eo カ ロ リー一を 發生 す る 鴬

　　　　　 め に使用す る燃料 、 空氣量 、 燃燒成生

　 　 　 　 　 物 の 量及割合

　　　　 　　　　 骸炭爐　　發生
・
鷹　　鎔鑛爐

　　　　 　　　　 瓦 斯　　瓦　斯　　瓦　斯
所 要 ユミ欺量 M3 　　　　　　　246’6　　　691圏1　　　1，107

’4
所要 空 氣量 on3　 　 　 　 　 　 　 　 工，Ol8

’
3　　　86696　　　　780’7

憮 藉成生物 （濕）M3 　　　工．204
’0　　1，427

’8　　　1，725
’4

所 要 瓦斯量の 割合　　　100　　 280　　 447
所要空氣量 の 割合 　 　100 　 　 85 　 　 77
燃燒成生物 の 割合 　 　ユ00 　 　119 　 143

　次に瓦斯燃料使用上瓦斯及び 塞氣の 調節を誤 ら

ざ ろを要 するは論 を待た ざ る所で あるが實際作業

に於 て は過剩室氣の 相當に混 入す る事 は止 む を得

ざ る蝪合多 く此 の 過剩空氣は測量計 を用 ひ ざる限

りは廢瓦斯 中の C9
， を分析測定 して其 の 多寡に

よ り初め て 推知す る よ り他 に 途が な い 。

　廢瓦斯 中の C’02 の 含有量は使用瓦斯の 種別 に

よ り自か ら異な り更に又過剩 室氣の 存在 に於で各

瓦斯にょ り相違が ある
’
、第 2 圖は種 々 な る割合の

過剩室氣供給に於ける廢瓦斯 中の

』
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tw

　　　 ．　　 ．證せ らる S．、第 3圖
　　　tdi

　　 瀕 　　　
1

、、　Ut　　　　　 は各瓦斯を燃燒 し≡其

　　露 L 　 蝋 斯 ・ 盤

　　　
 

嗣 崢 　　500°C にて排棄す る
　 　 　 　

一
　　　阻 度 こ

もの として の 計算で あ る 。

　更 に叉 瓦斯が必要塞氣量に て 燃燒 し廢竓斯の 溜

度 に高低あ る場合損失す る熱量に差違の あ るは勿

論で あるが 同晶
溜度の 廢瓦斯が排 出す る場合に瓦

斯の 種類に よ り損失する熱量に 多寡が ある第 4 圖

lC示 す如 く骸炭爐瓦類は損失熱量最も尠な くして

有利で あ る
。

3，加勲目的に適 當なる骸炭爐瓦

　 斯及鎔鑛爐瓦斯の 混合割合

骸 炭爐瓦斯 は燃燒ρ際瓦斯 を蓄熱室内を通 し・ て

麟 げ る事は鮪 ずる炭化水素の 分腋 誘導 して

瓦斯 の 發熱量 を低下す る恐れがある依つ て 豫熱せ

す して 使用する を普通とす る、然も他の 瓦斯 の 如

く蓄熱室を通過せ しめす して 高溘度が得 らる s を

以 て 爐の 構造を簡單ならしめ且つ 建設費も底廉で

ある。 次に 瓦斯輸邊 は鎔鑛爐瓦斯に比 して同一熱

量を逶 るに 1！4 の 斷面積に て 足 る故に製鐵所の 如

き分散せ る各工場に供給す る を要する場合に於て
「
・

は非常に廉き設備費を以て建設が出來る 。

　骸炭爐瓦斯 中に は グ ス トを含有 して 居な い 從 つ

て 輸途 旨
：に障害を生する虞れ もなく必要に 應じて

は壓縮 して 管徑 を縮め遠距離に 輸迭する事 も可能

で あ る依 つ て 貧瓦斯 な る鎔鑛爐 瓦斯の 使途は主と

して 近距離なる大量瓦斯 を使用する骸炭爐等に な

るべ く用ひ骸炭爐瓦斯 を他に輸途す るが有利で あ

る 。　 ．　　 一・

鎔鑛爐瓦斯は銑鐵殖當 り約 4
，
000．

3
の 大量を發

生 し此 の 瓦斯の 利用如何 は製鐵事業に重大 な る影

響を與ふ る もの で あつ て 從來は用途 として 單に 瓦

斯汽罐及び 瓦斯機關に供せ られた が最近 の 用途 と

して 均熱爐．鷲 熱爐等 の 製鋼 用に極力利用の 研 究

を重雇見せ らる S ＊篆に なつ た 。

　皀卩ち均熱爐、煎熱爐等に單獨使用 する方法に 就

ぎ て 厘 々 發表を見る所 で あ るが鎔鑛爐瓦斯 は前記

の 如 く共の 性質他の 瓦斯と異な りて 同一熱量 を發

生す る に必 要な る瓦斯量及び廢瓦斯の 容積が大で

あるか ら爐 の 新設 に當 りて は設 計上充分な る考慮

を拂は鈴ばな ら脚 ！・
。 且 つ 蓄熱窒爐韆煙道等 を壌

大す る必要ある を以 て 建設費 も多額 とな る 。

　製鐵所の 如き現に發生爐瓦欺叉 は石炭焚き加熱

爐に鎔鑛爐瓦斯 を單獨 に使用す る事は多大の 困難

を生 じ爐 の 構造設備の 改廢に 多額の 費用 と場所が

必要であ る
・　　　　　　　　　　　

’

　此處に於 て 兩瓦斯を混合 し發生爐瓦斯に近伽 δ

發熱量 の 瓦斯 を造 つ て代 用 とす る事 は多量の 發生

爐用石炭及び 加熱用石炭を減 じ 且っ 發生爐瓦斯

に比較 して 冷瓦斯で あるか ら爐の 必要澀度に應じ

て 瓦斯の 調節容易 に して 燃料が經濟的に使用さる
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次に兩瓦斯の 混合割合を如何たす るの

が 有利で あるかに就て は均熱爐加熱爐友

手爐等に 於 ける爐の 條件加熱物體の 所要
1

温 度及熱量に よ り相違の あるの な勿論で

あ るが其の 混合割合：c 就 きて は第 5 圖va

よ り最も遖當なる割合を推知 し得 らる S6

　　　　　　第
‘3表 混

’
合 天 斯 の 域 分 　　　，

灣 c吸 賦 ・・ 凪 解 罵 αP
骸欝翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ％　％

戀 1鞴 ！1欟 1：lll：

轢羈飜1
薬蠶嬲嬲 ll：1捲：ll騨 ：罪：畿

第 5 圖は兩瓦斯 の 混合割合を 0％ よ り 100％ まで

　　　　第 5 圖　　　 變化 して 混合ぜ る瓦斯

欝 鮒盤識 黼 及蝋 罐 継 に入れ
　 tiuae　 魏 ぐ

　　　　 　1
，
000c

’
C に豫熱した 場

　 飾 ひ　 tW ρ

　伽 澀 　合 と全 々 蓄熱室を通過

　 ノクOO　 iSSe

　 鐡島 Pt ”Se 「t　6

碁
”Je

　
an ”．

　
蝋 ％ °”zり’

甥
飾 齢 魍

者の 場合骸炭爐瓦斯は

其の 中の 炭化水素は分解 し燃燒温度に相違 を生す

る もの なる が本圖に は分解せ ぬ もの として の 計算

で ある 。

　實際作業 に於て 瓦斯の 燃焼に理論的必要室氣量

を以て 燃燒 さす事は困難で あつ て 到逹温度も第 5

圖に表はす 燃燒温度よ り下 落 す る の が 普通で あ

る。

　本所混合瓦斯使用工 場に就 き混合瓦斯の 成分及

び發熱量を調査する に第 3表 の 逋 りで ある此 の 混

合割合は加勲爐作業が 燃燒濫 度に重ぎを置 くもの

叉鋼材 の 酸化を嫌ふ 遐 元焔の み必要な る爐等あ つ

て 同一一・　va論する事は出來ないが第
一
分塊工 場は最

も有利 なる混合割合 を示 して居 る

　　　　4， 骸炭爐瓦斯使用の現状

昭和 4 年度末まで の 瓦斯配給量ば繍 本所骸炭

爐 よ りの 過剩瓦斯であるが昭和 5 年 4 月洞岡新骸

炭爐の 作業を開始 し本所洞岡間の 連絡管の 完威に

よ り各壓莚工 揚に順次使蘭し配給量を増加した更

に洞岡骸炭爐 は複式に して 骸炭爐 の 加熱に 鎔鑛爐

瓦斯を使用す る事が出來る の で本年 5 月よ り從來

骸炭爐の 加熱 τ供 して 居た骸表爐瓦斯 を杢部他に

酉己給する事とな り壓延用石炭焚き加熱爐に順次瓦

斯燃料 を用ゆるC“lcなしつ N ある．第 4表 は本年

1 月以降月別の 骸炭爐瓦斯配給高で ある 。

　第 4 表　骸炭爐武斯配給量 自至昭和 6 年 1 月
一9月

　
　

月
月
月

月

月

月
月

月

月

謙

弩
，

ー

數　量 mS

　 8，173，104
　 7；473，866
　 8，818，067
　 7

，
936

，
475

　 8，970，851
　11，662，914
　11

，
913

，
731

　13、102，707
　13

，
188ン631

装 ．入 　　灰1
醜當 り瓦斯量

　 　 1  7
’8

　 　 111’4
　 　 120’5
　 　 1 9’5
　 　 126’7
　 　 17r2
　 　 17197
　 　 187’O
　 　 ・1977

　骸炭爐瓦斯 の 發生量は裝入石炭唖當 り標準歌態

に於 て 約 350が を發生す而 して 製鐵所 に於 ける現

在使用骸炭爐は ソ ル ベ r 式爐第 1 第 2 黒田式骸

炭爐及び 洞岡骸炭燼で あつ て其の 作業歌態は次の

如 し。

第 5表 ・現使用骸炭爐及其の 作業状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　 爐 ：瑚
”

徇更に其の 燃燒方法加熱の 目的及

鑼 礪 辭 よ 婀 究 して 最 も有 藁黶議
效 なる糊 を計る必郵 ある 。

’
驕1議綴

現在使 1爐窪）石

用艫數 炭装入量
　 基　　　　 t

　 75　　　6’0
　 47　　 10’5
　100　　 11’0
　 75　　ゴ0

・1

嚢糖肄 ・ 髄
　 　 t
’ 150 　 餘 熱 まヒ

　 350　蓄 熱 式

、1、OOO　　　〃

　 800　　　 〃 纛 翻 撫 ， 月じ

鑼 嚇陛 醒｛勤務別

　 　 　 　 　 　 　 　｝

巌炭騨 斯
罅 琵饉交嚢
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　 庇 くめ如 く爐の 構造使用年數作業歌態を異 に し

96 爐 の 損傷程幽 瞬 嗹 が あつ て 爐の 力嚥 用瓦斯

の 數量 を確定 し難い 從つ て 過剩瓦斯量 に就て も正

確なる數量 の 決定は 困難で あ る 。 然 し杢 過剩瓦斯

量 威 斯曜 給及び爐 の 繍 蜥 等 よ D考馳 て

大略本所骸炭爐に於 ける全裝入量に封 して石炭 1

競當 り標準歌態の 瓦斯約噸 晒 嗣 穣炭爐 は石炭

1 艦 り約 350m3 で あ躰 所裝入測 ヨ 45
，
0。嚇 、

洞岡 24
，
0eo・rmbを裝入するか ら現在蝓逸せ る瓦斯

壓力及淦度の 基で は 1 ケ 月約 亅7
，／15，990　m3 の 瓦

斯を剩餘と して 輸逶す る事が出來 る 。

　 此 の 剩餘瓦斯全部 を直に 仙給す る事が 出來な い

の は瓦斯供給量 として は需要各工 場の 瓦斯使用歌

態に よ囎 減が あつ て 過瓢 斯の 一
部は共 の 儘揖

失 どな つ て 楚｝る o

　 第 6表は本年 4 月以降 9 月迄 の 配給骸炭爐瓦斯

の 用途 別分布の 歌態 を示 す もの で あ る 此の 分布表

より明なる如 く大部分は混合瓦斯用とし て供給 し

て 居 る此 の 混合に使用 したる骸炭爐瓦斯 の 用途を

各工 場別に擧 ぐれば第 7表の 通 ゆで あ つ て 第二 製

鋼工場發生爐瓦斯代 用 として 43 ％を淌費 して 居

る ．

第 6 表

　 使用 ケ 所

鎔鑛爐瓦斯と

混 合使 用 爐

發生燼瓦斯 と

混 合 使 用 爐
鋼材加熱爐用

混 銑 爐 用
一

般 加 熱 爐 用

乾　 燥 　 用

磽 鈍 爐 用

分 析 試 驗 用

混 　 爐　
』
用

都市 武 斯 用

雑　　　　用

　 計

　 骸環爐瓦斯配給量分布表

　　 （昭和 6 年上 牛期）

骸炭爐瓦斯 精製武斯　　計

51，111，
722　　　　　　　　51

｝
111

，
722

2
，
983

，
907　　　

−一一
　　　　2

，9832907

麟 蠶　二　驫澀
鶸嬲　：　嬲翻
　 179，

997　　　− 　　　　　179、997
　 68，844　　344，342　　　413，186
　　7，010　　35．528　　　42 ，538

　　 − 　　　1，
196，0G5　　1，

196，005
　 99，021　　71｝

173　　　170，194

　率

76・54％

4’47r343

’357
’923
’380
’270
’620
’061
’790
’26

65，128，
161　1，647，

04866
，
77g「，219　100

’00

　　　 第 7 表 鎔鑛爐武斯と混合使用の 骸炭爐

　　　　　　　．瑚 丙譯表 q召郷 噸 上牛卿

　工 揚 名 　瓦 1斯 韋 　 率 　 使 用 爐

第 二 製 鋼 ・乞・97
，
887 ・3−… 鱗鑛

・混難

第　一
噛
分
・‡鬼　　　3，60r），Ooo　　　　7

’05　　　均　　熱 　　爐 、

第 六 分 塊 　 7；863，
282 　 15・38 　 均

尸
熱

1
爐 、

・

線　　　　　　　材　　　　　614，
073　　　　1

’20　　　カロ　　熱　　爐 、

第　二二　t＃　板　　　　1，168211　　　　2L29　　　力日　熱　　爐、
第　一　薄　板　　　　3、619，792　　　　7

’08　　．カロ熱爐、燒会E爐 、

第 　二 　　薄　板　　　　2，
，519，567　　　　4っ3　　　煩｝　鈍　　爐 、

錻 力 板 9
，
413、78518 ’42 加熱爐、燒鐘爐 、

zpL　　　　　　鋼　　　　　210，ユ25　　　　0
’41　　　カロ　熱　　爐 、

　　 言十　　　　　　　　51，111，722　　　100’

　混合瓦斯 を使用す る均熱爐及加熱爐に於ける燃

料使用高は混合瓦斯の 場合 と石炭焚 きの 場合 との

比較をするに第 8 表の 如 く 1’2 の 工 場に 於 て は熱

量の 損失する結果 となつ て 居 るが概 し て 其 の 熱量

は有效に利 用 され て居 る 。

　　 第 B表　混合瓦斯及石炭使用の 揚合 に於 け

　　　　　　 る燃料比較

蠍 耀騨驫 鱆鰄艨驪導華
　 　 　 　 　 va　3 　　　　　　 cal 　　　　　　 加 　　　　　　　　　t

第 一
〇JK塊　　180　　　　　1，571　　　　43

’5　　　　　　　　67
第 ノく分塊　　　】5，5　　　　　2

，
e41　　　　4S’7　　　　　　　　　49

第 二 中板　243 　　 2
，
041　　 76’5　　　　 103

第一＿一薄板　　　893　　　　　2，
484　　　341r4　　　　　　　332

第 二 薄板　　241｝　　　　3，144　　　117
’0　　　　　　 173

錻　ヵ　板　　　336　　　　　3，
144　　　162’6　　　　　　

’
　122

　以上は骸炭爐瓦斯使用 の 現 欣であ つ て 將來加熱

方法 Z）研究 に よ り骸炭爐瓦斯 と鎔鑛爐瓦斯との 混

合比 1 ：4 發熱量約 1，500　c α Zの 割合に て 使用す る

もの とすれ ば 年間 240，144腫以 上 の 石炭代用の 瓦

斯を供給す る事が 出來更に 叉 洞岡第二骸炭爐の 完

成後は更に製鐵所燃料經濟上大 々 的發展を見る に

至る 。

　　　　5，骸炭爐瓦斯の經濟的價値

骸炭爐瓦斯の 利用方法次 の 如 し。

1・單獨に て 汽罐 に使用 して 石炭代 用

　2・瓦斯機關 に使用 し動力發生用

　3．．精製瓦斯 とな し都市用瓦斯

　4．加熱用石炭代用

、

」
＼

蟻

n凵
唯

叢
、

胴
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dF．鎔鑛爐瓦斯に混合し て 發生爐瓦斯代用　　 ．　 8）％以上でφる 。

6．水素の 資源　　　　　　　 ．　　　　　　　 比較豪に1 日石炭 50瓲を燃燒す る汽罐 3華に

　以上項 目中第 6 項 は骸炭爐瓦斯利用の 新用途と

し て 安母尼亞 の 合成石炭の 液化重油の 輕油化等に

研 究さ れ つ N あれ ども其 の 經濟的價値を比較す る

實績を持つ て居なV ・か ら此處 に論外 とし第 5項 ま

で に關する經濟的の 考察を試 みる事 とす る。

　本經濟的考察は各用途別の 經費よ り骸炭爐瓦斯

lmS の 價値 を求 めた る もの で あ つ て 瓦斯 lm3 の 價

値を最 も高か ら しむ る様利用す る事が瓦 斯を經濟

的有效 に利用せ る所以で あつ て 第 9表 は上記 の 用

途別に よ り差違を生す る骸炭爐瓦斯 lm3の 價値 の

比較表で あ る。

　 　 　　 　 　 　 第 9 表 用途別 に よる 骸炭爐瓦斯 1M3 の 價格上ヒ較表

、

費

費

費
費

費
利
他

費
　

代

％

要
量

格

　

　

　

燕
　
計

・

所

鐔

輔
轗
解
轟
 

翻

於 ける石炭殖當 り經費で あつ て 建設費 150，000圓

と して償却金利 1’5 割を計上せ る も（ρで あ る 。

　？．瓦斯機關用燃料となす場合 ：
一瓦斯機關用燃

料 に供給する事は熱効率優秀なる も其の 經濟 的比

較を豫す爲め に動力用發電をなす毒合の 價値を求

めた る も9D．であ る 。

　發電用 として の 經濟的比較は電力を安價に得 ら

る 玉 地方 と然 らざる地方 とあ つ て 共の 地 方的事情

に よ り相違が あるか ら電力の 生産價格 を決定する

に 困難で あるが此の 計算に は 1K ・W ・H 　1’2 錢 を

要 す る もの どして 燃料用瓦斯 の 價値を計算 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　表中の 諸經

嵌 1 轍 相鞨 KWE 石炭 嘯

嬲難 蕃騨
に 相鞨 黼 賄

　　 汽　罐　　　JCWf機 關　　加熱爐用石炭
／
一一」 一丿 L −一喞一

丶 　　　　　　　 ！
一一■一人 一一一一一丶

　　　　石炭 1醜 電 力 工 　 　 石炭 1 醜

當 り　　 瓦斯燃燒 當 り （時 當 り

　　　　の 揚 合 價1’2錢）
円

1’1220鹽
1430
幽070

06160
’3377
’0009
’288

　莠

円

0’6730
’1430
’070

0’6160
’270

1’7727
’516

　 80

0’502

円

O’1660
’
］000
’0700

’0700
−2220
’OSsO

’7130
’487

0’3
銭

0’609

IF4。。

睡
櫻

本表計算の 發熱量 汽 罐 用 石炭

　　　　　　　 發生艫用 石炭
　 　　 　 　 　 　 加熱燼用石炭

　　　　　　　 骸 炭 爐 践 期

6，4006
，
5006
，5004
，000

の 揚合
　 円

0’400

0昌050

0’45010
’05

　 34

　 錢

0’780

　 cα 琳 9

多　 多
　 cα 1！m3

　 發生爐瓦斯
　

　　 　 石 炭 1聴

　　　 燒の 揚合
円

19600　　　 −
0’100　　　 −
0’100　　　 −−
0’697　 　 　 −−

0
’
494　　 　 −

0’054　　　 −

9000　　　 −
12’045　　　 −

　 − 　　 12’045
　 70　　　 一

　 　 　 　 　 錢

　 一　　　1°060
銭
・

3’00

費及償却、金

禾囁等 は　2，5001

K ・w の 瓦斯發

電機 2臺 65萬

圓の 資本金 と

見積つ た もの

で ある c

解發生雌瓦

斯代用 として　 ・

i・ 場合 ・畷

　1．汽罐燃料 となす場 合 3一骸炭爐瓦斯 を汽罐燃

料 とする事は骸炭爐瓦斯の 餘 のに用途なき時及び

場所に用ひちる S方法で あつ て 石炭燃燒に比 して

瓦斯の 利釜で ある費用 は勞力費淌耗品及石炭竝 に

次 の 蓮搬を要 せ ざる點で あっ て 普通石炭燃焼 の 場

合の 汽罐熱效率は 70− 75％ で ある に比 し瓦斯は

生爐瓦斯は發

生爐 に於 て 石

菱

炭 よ り瓦斯化す る際 に共の 石炭の 熱量の 約 3q ％

を淆費す る故に發生爐の 効率は約 70 ％で あるか

ら骸炭爐瓦斯叉 は鎔鑛爐瓦斯 代用 として 直接利用

す る事は發生爐に於 ける損失熱量が な い の で其 の

價値は非常に有利 となる 。

　表 は發生爐 6基 を以て i 日石炭 100睡 を處理 す
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　　る もの と して 設備費 12 萬圓の 諸經費を計上 す 。

　　 4・加熱盤用石炭代用となす場合 ：
一

石炭を直接

　 加熱爐に使用 する場合は瓦斯 に比較 して 損失熱量

　　と認め らる S もの は火床よ 夢の 次及 び爐其の 他 よ

　　り副射損失す る もの 石炭裝入 ロ の 開閉に よ 1）不要

　 の 室氣流入 して 石炭は非常た不雫均なる燃燒 をな

　　す 事等が ある不 平均に燃燒 する事は燃料の 損失は

　　勿論製品に及贋 す影響多穴で あ る故に其 の 熱効率

　　を瓦斯燃燒の 場合 32％石炭燃燒の 揚合は 27％と

　　す 。

　　　5．都市用瓦斯 となす場合 ：
一

都市用瓦斯 となす

　　事 は骸炭爐瓦斯 を最 も有利 に價値付ける もの で あ

　　つ て 瓦斯の 製造費は原料炭價の 下落に よ り1
，000

　　立 寿呎當 り 40 乃至 50 錢の 製造費で よい の で あ

　　る が瓦斯事業は多額の 固定資本を要 し共の 償却及

　　び 金利を製造費と凡 そ同額 と見 らる S か ら 1mS の

　　價値を 3 錢とした 。

　　　以上各用途別の 比縁表 よ り考察する とき は骸表

　　爐瓦斯は都市用瓦斯 とす る を以 て最高價値となる

　　然 し大量の 瓦斯全部 を都市用瓦斯となすに は大都

　　會の 附近に 製鐡所が設置せ られ たる場合 の み利 用

　　・
し得 る譯で あ つ て 此 くの 如 き好條件を備ふ る事 は

’　 特殊ゐ場合に して我國に 於て も東京大阪附近 に限
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貫作
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　　用 となす場合骸炭爐瓦斯 の 價値は lm31 ・
（｝15錢で

　　あ っ て 最も有利なる用途で ある
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　　　其 の 他の 場合 の 骸炭爐瓦斯 の 價値の 順位は加熱

　　用石炭代用、瓦斯機關用 に して 汽罐燃料代用 を以

　　て 最 も不利釜となる。

・

　　　發生爐瓦斯代用燃料 となす場合第 9表は骸炭爐

　　瓦斯 の 發熱量 と發 生爐瓦斯の發熱量とを比較 して
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斯として 使用す る場合 は骸炭爐瓦期 と鎔鑛爐瓦斯

との 混合割合を變化す る事に よ わ爾瓦欺の 價値が

變化す るに依つ て 如何なる混合割合が最も經濟的

に 有利なるか を求め る事が 出來 る 。
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殖當 の 12Te45 圓に して ．其の 發生瓦斯量は醜當
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な 夢と見る とき兩瓦斯 の 單價は第 6圖

の 如き結果とな る。
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現在両放散 しつ S ある鎔鑛爐瓦斯の 利用 を計 らね

ば な らない の で あ る 。
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　 次に石炭焚 き加熱爐は第 9表に よれば骸炭燼瓦

斯め價億o・78錢で あつ て 石炭焚ま加i鞭 に瓦斯使

用 の 利盆と考 へ らる 玉點が單に 燃料の 加減 と取扱
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れ ば發生爐瓦斯 を使用する加熱爐よ
『
りは有利で な

い 然しなが ら加熱爐作業 も將來瓦斯の 混合割合爐

の 構造及び セ ーラ ス 瓦斯の 如 き瓦斯の 燃燒方法に

つ き研究 を重ね爐の 效傘を高 め兩瓦斯の 有利なる

用途 と し硲 畷 展す る も  であ るζ信ぜ らる ・
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　以 上 を總括する と骸炭爐瓦斯は他の 瓦斯燃料 tc

比較 して 共の 發熱量高 く燃燒條件 も遙 に良好で あ

つ て 更 に莫大なる鎔鑛爐瓦斯の 利用を計る爲めに

骸炭瓦斯 は必要缺 くべ か らざる もの で あ る 。
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工 場よ り發生す る莫大なる過剩鎔鑛爐瓦斯 は なる
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共 に他 に供給 し各種加熱爐め構迭加熱 目的 よ り考

察 じて 共の 混合割合を最 も適當に して 鎔鑛爐瓦斯

利用の 途を擴 大する事が有利で ある其の 内最 も經

濟的效果を擧げる もの は發生爐瓦斯使用の 壓延各

種爐に適用 し次に 大景 の 燃料 を必要 とす る製鋼爐

用發生爐瓦斯 代用と して 共の 價値あ る使用 法を考

究 し更に一般 石撰楚 き加熱爐 に及ぼ し共 の 效果を

擧げ燃料經濟上 IC及ぼナ多大の 效巣を期す ぺ き で

あ る 。
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